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第 20 回国際科学技術関係大臣会合等について 
The 20th Science and Technology Ministers’ Roundtable 

1. 日時・開催形態

10 月 1 日（日）12:10 - 14:50  対面形式

2. テーマ

・オープンサイエンス

・国際頭脳循環

3. プログラム ※司会進行：上山 CSTI 議員

（１） 昼食会

（２） 集合写真撮影

（３） 開会挨拶（高市大臣）

（４） 小宮山 STS フォーラム理事長 ご挨拶

（５） 
ディスカッションペーパー説明及び日本

の取組についてスピーチ（松尾事務局長） 

（６） 
各国大臣等スピーチ、ウクライナのビデ

オメッセージ

自由討議

（７） 総括（上山 CSTI 議員）

（８） 閉会挨拶（高市大臣）

4. 結果概要

・ 高市大臣が議長を務め、２０か国以上（別紙参照）の科学技術大臣等の

参加を得て意見交換。

・ 本大臣会合では、

〇新たな科学技術やイノベーションの創出に向けて、学術論文や研究デ

ータ等を含む公的資金による研究成果を、公平かつグローバルに共有

するための環境構築が必要である

〇また、地球規模課題に関する革新的な解決策や、イノベーションの創

出を目指す上では、コロナ禍で停滞した国際頭脳循環を今こそ強く推

し進めることが重要である

との認識が共有された。

5. STS フォーラム年次総会（10 月 1 日（日））での岸田総理登壇（参考）

写真２：集合写真撮影 

写真１：高市大臣挨拶 
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(別紙) 

第 20回国際科学技術関係大臣会合 出席者リスト 

（2023 年 10 月 1 日(日) 12:10-14:50(日本時間)） 

 

 

 Country Name Title 

Main table（Ministers and Equivalents） 

1 CANADA Prof. Alejandro Adem President, Natural Sciences and Engineering 
Research Council of Canada 

2 DEMOCRATIC 
REPUBLIC OF THE 
CONGO 

H.E Mr. GILBERT KABANDA MINISTER, MINISTRY OF SCIENTIFIC 
RESEARCH AND TECHNOLOGICAL 
INNOVATION 

3 EU Ms. Signe RATSO Deputy Director-General "Research and 
Innovation" (RTD) 

4 GREECE Mr. Maximos SENETAKIS DEPUTY MINISTER, MINISTRY OF 
DEVELOPMENT  

5 HUNGARY H.E. Mr. János Csák MINISTER, Ministry of Culture and 
Innovation 

6 IRAN H.E. Dr. Peyman SALEHI Deputy Minister, Ministry of Science, 
Research and Technology 

7 ITALY Prof. Antonio Zoccoli Minister's Science Advisor, Senior Science 
Advisor, President of the “National Institute 
of Nuclear Physics” (INFN) and President of 
the “Council of Presidents of Public 
Research Bodies 

8 KOSOVO Ms. Arbërie Nagavci  Minister, Ministry of Education, Science, 
Technology and Innovation 

9 MALAYSIA HONORABLE Mr. LIH KANG 
CHANG 

MINISTER, MINISTRY OF SCIENCE, 
TECHNOLOGY AND INNOVATION 

10 MOROCCO Dr. Abdellatif MIRAOUI Minister of Higher Education, Scientific 
Research and Innovation 

11 NETHERLANDS Ms. Marjan Hammersma Vice-minister, Ministry of Education, Culture 
and Science 

12 POLAND Mr. Krzysztof 
Przemieniecki 

Counsellor, Ministry of Education and 
Science 

13 QATAR H.E. Dr. Ibrahim Al-Nuaimi    Undersecretary of Ministry of Education and 
Higher Education 

14 SAUDI ARABIA H.E Dr. Munir Eldesouki President, King Abdulaziz City for Science 
and Technology 

15 SINGAPORE Mr. Frederick Chew CEO, A*STAR(Agency for Science, 
Technology and Research) 
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16 SLOVENIA Dr. Igor PAPIČ MINISTER, Ministry of Higher Education, 
Science and Innovation 

17 SWITZERLAND Prof. Dr. Martina Hirayama State Secretary, State Secretariat for 
Education, Research and Innovation 

18 THAILAND H.E. Ms. Supamas 
Isarabhakdi 

Minister, Ministry of Higher Education, 
Science, Research and Innovation 

19 UNITED ARAB 
EMIRATES 

Mr. Tariq Alhashmi Director of Technology Adoption and 
Development, Ministry of Industry and 
Advanced Technology 

20 UNITED 
KINGDOM 

Prof. Dame Angela McLean Government Chief Scientific Adviser, 
Government Office for Science 

21 UZBEKISTAN Mr. Ibrokhim 
Abdurakhmonov 

Minister of Higher Education, Science and 
Innovations 

22 VIET NAM Dr. Hoang Giang Nguyen Deputy Minister, Ministry of Science and 
Technology 

Video message 

1 UKRAINE H.E. Mr. Oksen LISOVYI Minister of Education and Science 

Observers 

1 AUSTRIA Ms. CHRISTINA SCHÖSSER  Commercial Counsellor, Head of Advantage 
Austria Tokyo 

2 CYPRUS Mr. Theodoros Loukaidis Director General, Research and Innovation 
Foundation 

3 ESTONIA Mr. Mait MARTINSON Ambassador-Designate Embassy of Estonia 
4 FINLAND Mr. Mika Kouhia Embassy of Finland in Tokyo, Trade Section, 

Senior Advisor, Innovation Collaboration, 
Japan & South Korea 

5 FRANCE Prof. Didier Marty-Dessus Counselor for Science and Technology, 
Embassy of France in Japan 

6 GUYANA Mr. Navendradat Hardyal Senior Education Officer (Science), Ministry 
of Education 

7 MADAGASCAR Ms. Tsilavo Maheriz 
RANDRIANJAFY  

Chargé d'affaires a.i., EMBASSY OF THE 
REPUBLIC OF MADAGASCAR 

8 UK H.E. Ms. Julia Longbottom British Ambassador to Japan, British 
Embassy Tokyo 

9 ZIMBABWE H. E. Mr. Stewart Nyakotyo Ambassador Extraordinary and 
Plenipotentiary, Embassy of the Republic of 
Zimbabwe in Japan 
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（参考） 

ＳＴＳフォーラム第２０回年次総会 

 

  
開会式で挨拶する岸田総理 

 
 

 令和５年１０月１日、岸田総理は、京都市内で行われたＳＴＳフォーラム（科

学技術と人類の未来に関する国際フォーラム）第２０回年次総会に出席しま

した。 

 

 総理は、開会式の挨拶で、英語により次のように述べました。 

 

「本日は、お招きいただきありがとうございます。２００４年に尾身幸次元

財務大臣が創設されたＳＴＳフォーラムは、今年で２０年目を迎えると伺い

ました。小宮山理事長を始め、御出席の皆様とともに、記念すべき節目の年

を迎えられることを大変嬉しく思います。 

 ２０年という月日の間に、社会や我々の生活様式は科学技術により大きく

進歩してきました。引き続き、科学技術の大衆化、つまり、誰もが科学技術

の恩恵を受けることができる社会が広がっていくことを期待しています。 

 例えば、生成ＡＩ（人工知能）は、産業、医療、教育などの社会全体に革

命的な進歩をもたらす可能性があると言われています。私自身、これまで生

成ＡＩの開発企業や若手研究者と対話したり、東京大学でのシンポジウムへ

参加するとともに、夏休みを利用して生成ＡＩの演習を受講しました。演習

では、日本のＡＩ研究の第一人者である東京大学・松尾豊教授から、大規模
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言語モデルの開発方法について、自ら手を動かしてプログラミングを実践的

に学びました。こうした実体験を通じ、私は、改めて生成ＡＩのポテンシャ

ルを感じるとともに、生成ＡＩが次の時代の科学技術の大衆化をもたらし、

更に便利な世の中が実現することを期待しています。一方で、フェイク情報、

プライバシーや著作権の保護に対する懸念なども指摘されており、対応が必

要です。 

 そのため、今年５月に私が議長を務めたＧ７広島サミットでは、信頼でき

るＡＩというビジョンに合意し、私から広島ＡＩプロセスを提案しました。

信頼できるＡＩの実現に向けて、ガバナンスや透明性の促進などについて、

現在、日本が主導して国際ルール作りを進めています。ＳＴＳフォーラムで

は、Ｇ７以外の様々な国からも、生成ＡＩをめぐる課題について、是非御意

見をお伺いできればと思います。生成ＡＩに限らず、科学技術には、光と影

の側面があり、これはＳＴＳフォーラム創立以来、絶えず議論されてきた重

要なテーマと理解しています。今後も、イノベーションの推進と、それに伴

う社会への負の影響や倫理的な問題などに対して、真摯に向き合い、持続可

能な未来のために科学技術の利用を進めていくことが重要です。 

 また、気候変動やエネルギー問題などのグローバルな課題の解決に向けて、

科学技術を通じた国際協力や人材育成、サイエンス・ディプロマシー（外交

のための科学）が不可欠です。そのため、Ｇ７広島サミットでは、先端技術、

研究インフラ及び高技能な人材ネットワークの開発の支援や、国際的な人材

の移動及び循環の促進に合意しました。コロナ禍で滞っていた国際頭脳循環

を、今こそ強く推し進めていくことが重要であり、我が国が先陣を切って貢

献していくという思いを持っています。 

 このＳＴＳフォーラムは、世界のオピニオンリーダーが一堂に会し、同じ

目線で議論できるネットワーキングの場として、大変貴重なプラットフォー

ムです。今後とも多くの科学者、企業経営者、政策立案者などに参加いただ

き、科学技術協力の輪を世界中へ広げていってほしいと思います。 

 ここで、２０周年を迎えるに当たり、科学技術の平和利用と国際連携の重

要性について、改めて強調したいと思います。Ｇ７広島サミットでは、私は

世界のリーダーたちと共に、平和記念資料館の視察や、被爆者との対話等を

行い、命の大切さと平和の尊さを再確認しました。また、ここ国立京都国際
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会館は、日本初のノーベル賞受賞者である湯川秀樹博士が、１９７５年に、

核兵器のない世界に向けて世界の科学者が集う、パグウォッシュ・シンポジ

ウム（科学と国際問題に関する会議）を初めて主催した場所です。さらに、

この会館は、１９９７年に、京都議定書が採択され、気候変動というグロー

バルな問題に、世界が一丸となって取り組み始めた場所でもあります。こう

した、平和を追求し、世界的な課題に挑戦する歴史的イベントが行われた土

地で、科学技術の未来に向けた議論がなされることを大変嬉しく思います。 

 私たちは、これまでの２０年のレガシーを受け継ぐとともに、今後の２０

年、更にその先の未来をどう切り拓（ひら）いていくか、考えねばなりませ

ん。そして、理想の未来を実現する鍵の一つは、科学技術にあると私は信じ

ています。最後に、皆さんに伺います。皆さんはどのような未来を作りたい

ですか。そして、それを作るためには、我々はどのように科学技術を育て、

使っていくべきでしょうか。皆さんの活発な議論を楽しみにしています。御

清聴ありがとうございました。」 


